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要要
約約
筆筆
記記
奉奉
仕仕
員員
養養
成成
講講
座座
がが
開開
講講

�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が
北
海
道
の
委
託
を
受
け
て
実
施
す

る
「
平
成
二
十
二
年
度
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
」
が
八
月
二
十
二
日

�
か
ら
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌
市
内
）
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
講

座
は
手
話
通
訳
の
困
難
な
中
途
失
聴
者
や
中
途
難
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
の
要
約
筆
記
技
術
の
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
要

約
筆
記
奉
仕
員
を
養
成
し
、
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
基
本
的
な
権
利
を
保
障
し
、
聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
の
増
進
と
社
会

参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
は
、
八
月
二
十
二
日
、
午

前
十
時
か
ら
開
講
式
が
行
わ
れ
、
本

年
度
の
受
講
予
定
者
十
三
名
の
う
ち

九
名
が
出
席
し
た
。
最
初
に
主
催
者

で
あ
る
�
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

あ
か

さ
か

ま
さ
る

協
会
赤
坂
勝
会
長
か
ら
受
講
者
の
皆

さ
ん
に
、
日

頃
か
ら
私
た

ち
障
が
い
者

へ
の
理
解
や

支
援
を
頂
い

て
い
る
こ
と

に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
後
、
現
在
、

国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
障
が
い
者
制

度
改
革
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
そ
の
後
、「
私
た
ち
が
こ
れ

ま
で
要
望
し
て
い
る
障
害
者
権
利
条

約
の
理
念
に
沿
っ
た
法
整
備
や
、
障

が
い
者
の
自
己
選
択
、
自
己
決
定
に

よ
る
地
域
生
活
の
実
現
、
障
が
い
当

事
者
参
画
に
よ
る
障
が
い
者
施
策
の

実
現
な
ど
、
ご
く
当
た
り
前
な
要
望

で
す
が
、
今
後
こ
れ
ら
が
実
現
し
て

い
く
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

受
講
者
の
皆
さ
ん
方
に
も
、
ご
理
解

や
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。」
と
、
ま
た
「
こ
の
養
成
講
座

が
終
わ
る
十
二
月
十
二
日
に
皆
さ
ん

全
員
に
再
会
が
で
き
、
修
了
証
を
お

渡
し
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
な
か

に
し

た
北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会
中
西

あ
き

お

昭
夫
会
長
か
ら
『
要
約
筆
記
』
に
つ

い
て
は
、
中
途
難
失
聴
者
に
と
っ
て

必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
後
、「
受

講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
日
か
ら
十

二
月
ま
で
の
五
ヶ
月
間
、
土
曜
、
日

曜
日
の
講
座
と
な
る
の
で
、
健
康
に

十
分
に
留
意
さ
れ
全
員
が
最
後
ま
で

受
講
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。」

と
激
励
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
養
成
講
座
を
主
管

し
て
進
め
て
い
た
だ
く
要
約
筆
記
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な

や
ま

や
す

こ

す
」
を
代
表
し
て
山
靖
子
代
表
か
ら

『
十
二
月
ま

で
の
長
い
期

間
の
養
成
講

座
と
な
り
ま

す
が
、
私
た

ち
も
皆
さ
ん

と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』
と
励

ま
し
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
事
務
局
中
森
書
記
か
ら
受

講
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

後
、
十
時
三
十
か
ら
、
最
初
の
講
義

で
あ
る
「
聴
覚
障
害
者
の
基
礎
知

識
」
と
題
し
て
、
札
幌
医
科
大
学
耳

し
ん

た
に

と
も

こ

鼻
咽
喉
科
非
常
勤
講
師
の
新
谷
朋
子

さ
ん
（
と
も

耳
鼻
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

か
ら
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を

用
い
て
聴
覚

の
構
造
、
音
の
伝
わ
る
仕
組
み
、
聴

覚
検
査
、
補
聴
器
、
人
工
内
耳
な
ど

医
学
専
門
的
な
内
容
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
い
講
義
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
の
臨
床
心
理
」
と
題
しかわ

て
、
札
幌
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
川

ば
た

あ
や

端
文
言
語
治

療
士
か
ら
講

義
が
行
わ
れ

た
。そ

の
後
、

要
約
筆
記
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な

す
」
の
山
靖
子
代
表
か
ら
養
成
講
座

の
講
師
と
な
る
同
会
会
員
の
紹
介
が

あ
っ
た
。

続
い
て
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り
か

ら
、
自
分
の
出
身
地
、
氏
名
、
受
講

動
機
な
ど
を
述
べ
る
一
分
間
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
最
後
の
講
義
は
「
中
途

失
聴
者
・
難
聴
者
の
体
験
談
」
と
題

し
て
、
北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会

な

く

い

さ
ち

こ

十
勝
支
部
名
久
井
幸
子
氏
か
ら
講
義

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
養
成
講
座
は
、
今
後
、
十
二

月
十
二
日
ま
で
の
期
間
（
土
曜
・
日

曜
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
十
二
日
間
・

五
十
二
時
間
の
講
義
や
実
技
）、
開

催
さ
れ
、
講
師
は
要
約
筆
記
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
の

会
員
の
方
や
外
部
講
師
の
方
々
に
お

願
い
し
て
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
や
Ｏ
Ｈ

Ｐ
（
透
明
な
シ
ー
ト
の
上
に
書
い
た

文
字
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
す
る
装

置
）
を
使
っ
た
要
約
筆
記
の
実
習
、

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
な
ど
、
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

おお
困困
りり
のの
とと
きき
はは
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい（（
そそ
のの
①①
））

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
北
海
道
障
が
い
者
条
例
（
通
称
）
が
全

面
施
行
さ
れ
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た
虐
待
や
差
別
、
様
々
な
暮
ら
し
づ

ら
さ
に
つ
い
て
解
決
を
図
る
た
め
、「
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
委
員
会
」
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

虐
待
が
あ
っ
た
場
合
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
・
不
利
益
な
扱
い

が
あ
っ
た
場
合
、
日
常
生
活
で
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄

の
地
域
づ
く
り
委
員
会
事
務
局
（
北
海
道
の
各
地
域
の
総
合
振
興
局
及
び

振
興
局
社
会
福
祉
課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
づ
く
り
委
員
会
は
、
北
海
道

総
合
振
興
局
及
び
振
興
局
（
十
四
圏

域
）
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
委
員
会
で
は
中
立
公

平
な
立
場
か
ら
関
係
者
と
の
話
合
い

に
よ
り
虐
待
や
差
別
、
様
々
な
暮
ら

し
づ
ら
さ
な
ど
の
解
決
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
は
、
地
域
づ

く
り
委
員
会
の
委
員
長
役
で
あ
る

「
地
域
づ
く
り
推
進
員
」
一
名
と
十

名
以
内
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員

が
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
の
協
議
や

あ
っ
せ
ん
に
当
た
っ
て
は
、
申
立
て

の
あ
っ
た
事
案
ご
と
に
、「
地
域
づ

く
り
推
進
員
」
と
地
域
づ
く
り
推
進

員
が
指
名
し
た
三
名
以
上
の
委
員
に

よ
り
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
組
織
さ

れ
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
は
話
合
い

に
よ
る
解
決
が
原
則
で
す
が
、
虐
待

や
重
大
な
権
利
侵
害
を
含
む
悪
質
な

事
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
地
域
づ
く

り
推
進
員
」
が
改
善
を
指
導
す
る
と

と
も
に
、（

ウ
ラ
面
に
続
く

※

）

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

講師の新谷朋子さん

来賓の中西昭夫会長と受講者の皆さん

講師の川端 文さん

赤坂 勝会長

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

山 靖子代表

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２２年９月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６７８号）（１）
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開 催 内 容 等

障害者の適性に応じたスポーツやレクリエーションの実施方法及びリハビ
リテーションとの関連性等について研修を行い、主として身近な障害者に対
してスポーツの喜びや楽しさを理解させるための指導者を育成することを目
的とする。
財団法人 北海道障害者スポーツ振興協会
財団法人 日本障害者スポーツ協会
平成２２年１１月５日（金）～１１月７日（日） ３日間
北海道青少年会館 住所 札幌市南区真駒内柏丘７丁目８番１号

電話 ０１１―５８１―１１４１
平成２２年４月１日現在、１８歳以上の者で、道内に在住し、障害者スポーツ

の振興に意欲を持っている者。
４０名（定員を超えた場合は抽選）
５，０００円（納入方法は別途通知）
所定の申込書により平成２２年９月３０日（木）（必着）までに、次の申込み

先へ郵送若しくはＦＡＸ・電子メールで提出すること。なお、電子データの
様式は下記Ｅメールアドレスに連絡し、データファイルを入手すること。
〒０６０�０００２ 札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ ４階

財団法人 北海道障害者スポーツ振興協会
電 話 （０１１）２６１―６９７０
ＦＡＸ （０１１）２６１―６２０１
Ｅメール haneda@do�syospo．or．jp

区 分

１ 目 的

２ 主 催

３ 後 援

４ 期 間

５ 場 所

６ 受 講

対 象 者

７ 定 員

８ 受 講 料

９ 申込み及び

問 合 せ 先

働働
くく
障障
がが
いい
者者
のの
就就
業業
面面
・・
生生
活活
面面
をを
支支
援援

北
海
道
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
や
在
職
中
の
障
が
い
者
が

抱
え
る
困
り
ご
と
に
応
じ
て
、
雇
用
や
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

就
業
面
及
び
生
活
面
の
両
面
か
ら
の
支
援
を
行
う
「
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①

札
幌
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー「
た
す
く
」（
運
営＝

（
社
福
）
愛
和
福
祉
会
）

電
話

〇
一
一
―
七
二
二
―
二
〇
〇
〇

②

小
樽
後
志
地
域
障
が
い
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ろ
ば
」

（
運
営＝

（
社
福
）後
志
報
恩
会
）

電
話

〇
一
三
四
―
三
一
―
三
六
三
六

③

道
南
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
て
っ
ぷ
」

（
運
営＝

（
社
福
）
侑
愛
会
）

電
話

〇
一
三
八
―
三
四
―
七
一
七
七

④

く
し
ろ
・
ね
む
ろ
障
が
い
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ

ん
」（
運
営＝

（
社
福
）
釧
路
の

ぞ
み
協
会
）

電
話

〇
一
五
四
―
六
五
―
六
五
〇
〇

⑤

十
勝
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
だ
い
ち
」（
運
営＝

（
社
福
）
彗
誠
会
）

電
話

〇
一
五
五
―
二
四
―
八
九
八
九

⑥

空
知
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ひ
び
き
」（
運
営＝

（
社
福
）
北
海
道
光
生
会
）

電
話

〇
一
二
六
―
六
六
―
一
〇
七
一

⑦

オ
ホ
ー
ツ
ク
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
お
ぞ
ら
」

（
運
営＝

（
社
福
）
川
東
の
里
）

電
話

〇
一
五
七
―
六
九
―
〇
〇
八
八

⑧

石
狩
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー「
の
い
け
る
」（
運
営＝

（
社
福
）
は
る
に
れ
の
里
）

電
話

〇
一
三
三
―
七
六
―
六
七
六
七

⑨

上
川
中
南
部
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
た
の
ま
ち
」

（
運
営＝

（
社
福
）旭
川
旭
親
会
）

電
話

〇
一
六
六
―
三
八
―
一
〇
〇
一

⑩

道
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー「
い
き
ぬ
き
」（
運
営＝

（
社
福
）道
北
セ
ン
タ
ー
福
祉
会
）

電
話

〇
一
六
五
四
―
九
―
四
三
六
五

⑪

胆
振
日
高
障
が
い
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
す
て
〜
じ
」

（
運
営＝

（
社
福
）
北
海
道
社
会

福
祉
事
業
団
）

電
話

〇
一
四
二
―
八
二
―
三
九
三
〇

平
成
二
十
三
年
度
入
校
生
募
集

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
来
年
度
の
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
２０
名
）、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科（
２０

名
）、
総
合
実
務
科
（
２０
名
）、
建
築

デ
ザ
イ
ン
科
（
２０
名
）、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機

械
科（
１０
名
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
同
校
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

電

話

〇
一
二
五
―
五
二
―
二
七
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
二
五
―
五
二
―
九
一
七
七

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（

※

オ
モ
テ
面
か
ら
続
く

）

指
導
に
よ
っ
て
も
改
善
が
さ
れ
な
い

場
合
は
、
知
事
に
勧
告
を
行
う
よ
う

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
勧
告
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
た
知

事
は
、
調
査
部
会
の
意
見
を
聴
き
、

必
要
に
応
じ
て
改
善
の
た
め
の
勧
告

を
行
い
、
改
善
が
図
ら
れ
な
い
場
合

は
、
勧
告
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
「
地
域
づ
く
り
推
進
員
」
は
、
圏

域
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
課
題
に

つ
い
て
、
推
進
本
部
に
審
議
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

次
回
は
、「
地
域
づ
く
り
委
員

会
の
協
議
等
の
手
順
」
に
つ
い
て

説
明
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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お知らせ【ＪＤＦ障害者制度改革地域フォーラムの案内】
ＪＤＦ障害者制度改革地域フォーラム in 北海道実行委員会が主催して、１１月２７日、次の開催要

綱のとおりフォーラムが開催されます。参加希望の方は、所定の「参加申込書」に必要な事項を

記入して申込みください。なお、ＤＰＩ北海道のホームページ（下記の問合せ先にＵＲＬを記載）

からも申込可能となっています。

ＪＤＦ障害者制度改革地域フォーラム in北海道開催要綱
～ 障害者制度改革に向けた現状と今後の方向性について ～

１．目 的

現在、政府は、障害者自立支援法の廃止を決定し、今年１月、内閣府に設置した「障がい

者制度改革推進会議（以下、推進会議）」において「障害者権利条約」に基づく国内法の検

証と見直しおよび新たな法制度の創設を検討している。

そして、今年６月、推進会議は、この間の議論に基づき「障害者制度改革の推進のための

基本的な方向（第一次意見）」をまとめた。その後は、各個別課題に関するより具体的な内

容と来年の通常国会に提出する「障害者基本法」の改正案を検討している。

こうした現状から、今回、北海道では、推進会議の第一次意見及びその後の議論状況の情

報を入手するとともに、各個別課題に対して道内の当事者及び現場の実態に基づき意見を反

映し、障害児・者施策の向上に寄与することを目的として本フォーラムを開催する。

２．主 催：ＪＤＦ障害者制度改革地域フォーラム in 北海道実行委員会

＜実行委員会（順不同）＞

（社団）北海道身体障害者福祉協会、（社団）札幌市身体障害者福祉協会、札幌市中途難

失聴者協会、（社団）北海道ろうあ連盟、（社団）札幌聴力障害者協会、（社団）北海道精

神障害回復者クラブ連合会、障害者の生活と権利を守る北海道障害者連絡協議会、（財）

北海道難病連、脳外傷友の会コロポックル、ＤＰＩ北海道ブロック会議、（社団）北海道

手をつなぐ育成会、（社団）札幌市手をつなぐ育成会、北海道重症心身障害児者を守る会、

（社団）北海道精神障害者家族連合会、（特非）札幌市精神障害者家族連合会、（財）北海

道肢体不自由児者福祉連合協会、きょうされん北海道支部、（社福）北海道社会福祉協議

会、（社福）札幌市社会福祉協議会

３．後 援：北海道、札幌市（予定）

４．日 時：２０１０年１１月２７日（土）１３：００～１６：４５

５．会 場：札幌市社会福祉総合センター ４Ｆ 大会議室

６．定 員：３００名（先着順 介助者含む） ～申込は１１月１０日（水）まで～

７．参加費：５００円（資料代・介助者及び支援者で資料不要の場合は、無料）

８．内 容：（１２：３０ 受付開始 休憩は適宜確保する。）

１３：００ 開会 進行役～別途調整～

報告：（仮称）障害者制度改革の現状と今後の方向性について

内閣府障がい者制度改革推進会議担当室長 東 俊裕 氏

１４：３０ 意見交換：障害者制度改革にむけて～当事者と現場の実態から～

１６：４５ 閉会

９．問い合わせ先

ＤＰＩ（障害者インターナショナル）北海道ブロック会議

住 所：〒０６２�０００８ 札幌市豊平区美園８条１丁目３―２３ コーポリボンハウス

TEL：（０１１）８４２―９３３７ FAX：（０１１）８４２―９３３０

E�mail：info_hokkaido@dpi�japan．org URL：http：／／www．dpi�japan．org／hokkaido／

※「ＪＤＦ」とは、日本障害フォーラム（Japan Disability Forum）の略称で使用されており、こ

のＪＤＦは「アジア太平洋障害者の１０年最終年記念フォーラム」の成果を受け、国内の障害者

団体及びその関係団体が、障害者団体を中心に連携し、第二次「アジア太平洋障害者の１０年」

及び我が国の障害者施策を推進するとともに、障害者の権利を推進することを目的に設立。（代

表：小川榮一（社会福祉法人日本身体障害者団体連合会会長））

お知らせ【平成２２年度 初級障害者スポーツ指導員養成講習会の開催案内】
本道の障害者スポーツ指導者の育成を図るため、本年度も次のとおり「初級障害者スポーツ

指導員養成講習会」を開催しますので希望者は期日までに申し込んでください。
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貸
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バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

（２）（第６７８号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２２年９月２５日）


